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〔論文審査の要旨〕 

本論文は，ガスセンサーとして利用する多層カーボンナノチューブ(MWCNT)膜への極

性分子・非極性分子の吸着に関する基礎的な検討を実験的に行ったものである。吸着特性

が，分子の極性によって異なることを確認し，吸着等温線に基づいた工学的な解析を行っ

ている。 

第 1章では，MWCNTを用いたガスセンサーの有効性と重要性を述べている。 

第 2 章では，MWCNT を用いたガスセンサーに関する既往の研究を概観し，既往の研

究で明らかにされていることを整理している。 

第 3章では，MWCNTガスセンサーについて，MWCNT膜への各種分子の吸着特性を

検討することが必要であることを述べて，本論文の目的としている。 

第 4 章では，MWCNT ガスセンサーの製造，分析の手法ならびに得られた結果の解析

手順について述べている。 

第 5 章では，アセトン，メタノール，エタノール，水を用いて極性分子の MWCNTガ

スセンサーへの吸着特性を実験的に確認し，Langmuirの吸着等温線を用いて説明してい

る。 

第 6 章では，ベンゼンとヘキサンを用いて極性分子の MWCNTガスセンサーへの吸着

特性を実験的に確認し，国際純正および応用化学連合のタイプ VI の吸着等温線を用いて

説明している。 

第 7 章では，量子化学計算を用いてベンゼンのグラフェン層への吸着エネルギーを決

定，グラフェン層間の多層吸着の可能性を示している。 



第８章では，以上をまとめて結論を述べている。 

本論文で得られた知見は，MWCNT ガスセンサーの各種分子への応答を確認し，機構

を理解する上で工学的に重要であるとともに，その実用化に向けての可能性を示唆するも

のである。MWCNT の応用の幅を広げるとともに，その挙動の工学的な理解において重

要な知見を与えるものである。 

以上，審査の結果，本論文の著者は博士（工学）の学位を授与される十分な資格がある

ものと認められる。 

  

備考：審査の要旨は，1,500字以内とする。 


